







































公共空間がある。例えば、 広場、 街路、 公園等がそれにあたる。本来、公共空間の役割はそこでの人々の暮らしを豊かにするものである。江戸時代に描かれた錦絵を眺めると、街路は人や物 満ちあふれており、活気のある生活やまちの賑わいを演出していたことが伺える。 かし近年では、整備された のうまく活用されず、閑散とした風景を生み出してい 公共空間も少なくない。ハコモノ行政という言葉で批判されるように、かつて景気対策や建設 為そのものを目的とし、完成後の活用・運営方法の検討がされていなかった公共事業が乱発されとはそ 原因の一つである。そのような空間は維持管理費の負担によって自治体の財政を圧迫するだけでなく、まち イメージ自体を悪化させることにもつながりかねず、そうなれば負 資産 なってしまう。
これらの反省を踏まえ、１９９０年代から今日までに
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加え「住民説明会」も開催した。また、デザインのプロセス、デザインをするため 情報や知識を市民と共有するために「まちづくり講座」 「ワークショップ」 「つくる社会実験」を実施した。例えば、緑をテーマとした「まちづくり講座 では、関東平野でこれほど多くの雑木林が残ってい ことが大変貴重であること、北本ではそれをまちづくりと結びつけ市 団体が景観づくり していることが大変興味深いという報告があった
  （＊
16）。 ここで
は北本らしさを構成する要素としての雑木林の重要性を市民と共有した。また、ユニバーサル テーマとした「ワークショップ」では、車椅子やギブスを使ったバリア体験を行い、駅前広場にあ 普段気づかなかた問題を多数把握し、駅前広場の歩道部分の設計の基礎資料を市民 確認しながら作成した
（写真３）
。さらに「つ
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年度に固まった。その計画では、 バス、 タクシー、 自家用車の停留所を三角形の各辺に配した機能的なロータリーのレイアウトによって、広場が新しい役割を担えるよう新たに植栽帯や多目的広場がつくられた。植栽帯には北本雑木林の会 協力のもと、シンボルツリーとなる根株をまちの雑木林から移植し、 ちと 連関がつくられた。（３）まちと駅前広場を育てる
２０１１年度から工事が始まり、 「つくる会議」の役割
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ついて話し合う枠組みを変更し、議論の主題を駅前広場からまち全体に拡張していったことである。 「つかう会議」の主な議論の内容は駅前広場の使い方であった。その枠組みを「広場を育てる会議」 、 「まちのリズムを育てる会議」と段階的に変更しながら、議論の内容も広場の運用方法からまち全体の活用方法へと展開させていった。そうすることで、まちの多様 資源の発掘とそれらと連動した駅前広場の活用や運営が可能となった。
３つ目は、市民を中心とした多様なステークホルダー


































ショップ」 「社会実験」 等の方法を用いて、適宜計画案を市民に説明しつつ、デザインのプロセスとその根拠となる知識や検証を と共有しながら進めた。一方、 「つかう会議」の一連の枠組み 、継続的な「ワークショップ」 と 「社会実験」 によって、市民が話し合ったアイデアを実験的に試行すること 繰り返し 活用・運営方法の検討と人材育成に取り組んだ。ワークショップの現場では、活動内容について話し合いたいのに形の話に終始てしまうということ よく遭遇するが、このように 々の枠組みとすることによって論点が整理され、集団的創造性が発揮されやすくなった。
写真8：「北本の観光のこと考えちゃわナイト」の様
子（提供：北本市観光協会）
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使われる。これは建築設計 手がかりとして、その建築が置かれる歴史的、 文化的、 地理的な背景とな 条件、 文脈を読むということである
  （＊
18）。 公共空間の実践におい
て改めてこの意味を考えると、 「コンテクストに埋め込む」ということが重要であるのではないだろうか。 まりそれは、まちを構成す ヒト・モノ・コトとい 様々な資源との連関を構築することであり 公共空間 まちのネットワークの一部として存在させ ということである。もちろん、空間をつくる いうこと自体 他のネットワークの一部となるこ は避けられない。建築家の能作文徳は、空間を構成す モノの持つナラティブな価値の可能性を指摘している
  （＊
19）。まさにここで重要なの
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